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今月号のここがポイント！

まず，先月に引き続き 2 月の新春講演会からの 1 題を掲載しております。本号は，環

境に配慮した研究開発で 30 年後を見据えた講演内容となります。次の解説記事 3 件は，

タンパク質を取り扱ったもので共通していますが，着眼点の異なる話題となっておりま

す。解説 1 題目は，氷の成長を抑制するタンパク質で，冷凍保存に役立つ素材として製

品化されています，不凍タンパク質の発見から抽出操作，そして応用技術まで分かり易

く解説いただいております。解説 2 題目は，食品に含まれるアレルゲンとしてのタンパ

ク質のお話となっております。給食調理現場での科学的な知見を解説いただいており，

食品工場等における安全管理の参考になるものと期待されます。解説 3 題目は，抗菌性

を示す単鎖タンパク質の解説で，薬物利用に関する内容となっております。
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